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「自粛」から「自衛」へ 

 校長  本多 妃佐子 
 
毎日、コロナウィルス感染症に関連するニュースを一番に見る習慣がつきました。千葉県の

感染者数、市川市の感染者数、近隣市の状況、東京都の対応、全国の小学生の感染の有無等、

日によって上下する数値に、喜んだり、がっかりしたり、諦めたり、嘆いてみたり。 
 さて、６月１日より、１/４の児童による分散登校を開始し、現在は全児童による午前中登

校に移っています。緩やかな段階的なスタートでしたので、子どもたちは生活習慣を整えなが

ら、疲れをためずに登校できているようです。「早く、毎日行けるようになるといい。」「学校

が楽しみ。」という声を聞くと、うれしくなります。 
 ６月１０日の市川市教育委員会の方針を受けて、通常登校、通常授業の日時が早まりました。

また、それに伴い、授業参観をやむを得ず中止といたしましたことも、保護者の皆様にはご対

応の変更を余儀なくさせてしまいまして、申し訳ありませんでした。学年が上がり、わが子が

新しいクラスでどのように過ごしているか、ご心配なところでしょうが、事態がもう一歩好転

するまでお待ちください。 
 左の写真は、１/２の児童による授業の様子です。席と席との間

隔を取り、左右の窓を開け、換気に留意しています。グループ学

習による話し合いや作業はしていません。また、指導計画を入れ

替えて、音楽の歌唱練習やリコーダー・鍵盤ハーモニカなどの楽

器の指導は後期に回します。体育も、マット運動や跳び箱運動の

指導計画を入れ替えました。 
 避難訓練は年度当初の大切な学習です

が、通常のやり方を改め、学年ごとに時間を割り振り、密集しないよ

うに避難経路を確認します。 
水飲み場やトイレなど、密集しやすいところには、間隔をあけて待

つ目印を設けました。昇降口では目印がなくても、自然とできる子ど

もたちの姿が見られます。 
教室にウィルスを持ち込まないために、

「石鹸で手洗い」を励行しています。担任

が声掛けしなくても、習慣化できるといい

です。これまでの「自粛」から、これからは「自衛」へと進化し

ていかなくてはなりません。 

学校生活感染防止対策  ご確認ください 

                      
                               教室にウイルスを 

持ち込まないことが
大切です。宮田小では、
３段階で健康状態を
チェックします。 

                               どの段階が欠けて
も健康状態の異変を
見逃してしまいます。
検温忘れ・カード忘れ
の児童がまだ見受け
られます。自覚と自衛
をお願いします。 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

登校時の健康状態の確認 

１ 家庭における登校前の検温・風邪症状の確認・健康観察カー
ドの記入 

↓ 
２ 昇降口での健康状態の目視・声掛け（担任外） 

↓ 
３ 教室の入り口で、健康観察カード・検温の有無の確認（担任） 
     ↓          ↓ 
    入室       体温の測り忘れ 
     ↓       健康観察カード忘れ 
    手洗い         ↓ 
          入り口前の所定の場所で検温・健康観察 
                ↓ 

体調不良者が出た場合 保健室の対応 

１ 体調不良を訴えた児童は、教職員が保健室に付き添う。 
２ 保健室はエリア分けをして、状況によりけがの対応等を別

室に移す。 
３ 保健室までの移動ルートを限定し、帰宅時は保健室の外用

出入り口を通用する。 
４ 発熱の児童について、安全に帰宅できるまでの間、他の者

との接触を可能な限り避ける。 
５ 対応する教職員を限定し、サージカルマスクのほか、状況

によりグローブ・アイソレーションガウン、フェイスシー
ルド等防護具を使用し、対面とならないようにする。 

６ 常時２方向の窓やドアを開放して換気を行う。 
７ 体調不良者の休養は、消毒できる椅子等を使用する。 
８ 児童の下校後、使用した物品等の消毒を行う。 

感染者が出たら 

・児童、教職員から感染者が出た場合は、臨時休業（休校）とします。 
・宮田小感染症対策マニュアルは裏面に掲載してあります。状況や千葉県の対応に変更

があった場合は随時更新してまいります。 
・感染者、濃厚接触者、医療従事者等に対しての偏見や差別が生じないように、発達段

階に応じた適切な指導をします。 

６月２２日より「ほっと給食」が開始されます 

「ほっと給食」とは、新型コロナ感染防止対応給食の通称です。個包装の食品を献立に
取り入れるなど、教室で短時間・少人数で配膳ができるよう配慮し、感染症予防対策
をできる限り行ったうえで、食事を提供します。 

【給食時間の感染予防対策】 
・給食当番を３～５名程度と、通常より少なくして、配膳前に体調をチェックする。 
・配膳台を消毒する。 
・食事前の手洗いの徹底 手指の消毒 
・教室内の換気 
・当面は食事中の会話をしない。「いただきます」の発声後、マスクを外し食べる。 
・向かい合わせにならず、前向きで食べる。 


